
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

◇開館時間 

火～金は午前９時半～午後７時まで 

土・日・祝日は午前９時半～午後５時まで 

◇休館日 

月 曜 日 ３日・１０日・１７日・２４日・３１日 

館内整理休館日 ２８日（金） 

※祝日（３／２０春分の日は開館いたします） 

 

月 曜 日 ７日・１４日・２１日・２８日 

館内整理休館日 ２５日（金） 

※祝日（４／２９昭和の日は開館いたします） 

 

 

 

市立小樽図書館  

〒047-0024 小樽市花園 5-1-1 

TEL（0134）22-7726／FAX（0134）34-0733 

https://www.otaru-lib.jp/ 
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令和７年 
市立小樽図書館だより 

しらかば 
 

図書館だよりのタイトルは小樽市の木シラ
カンバ（シラカバ）にちなんで命名。 

 ３
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３月 図書館カレンダー 
日 
Sun 
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Thu 

金 
Fri 

土 
Sat 

     １ 
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９ 10 11 12 13 14 15 

16 18 19 20 21 22 

23 25 26 27 29 

30     
 ４月 

日 月 火 水 木 金 土 

 １ ２ ３ ４ ５ 

６ ８ ９ １０ １１ １２ 

１３ １５ １６ １７ １８ １９ 

２０ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 

２７ ２９ ３０    

 

休館日■黒い枠 

 
２月１５日現在 

祝日開館 

 

祝日開館 

 

小樽図書館 検索 

行事などの最新情報はこちらをチェック！ 

 

Facebook 

 

Instagram 

Facebook 

 

YouTube 

Instagram 

 

ホームページ 

https://www.otaru-lib.jp/
https://2.bp.blogspot.com/-axD_5JfhGoM/U5hUgG72bEI/AAAAAAAAhKc/Le2ajxOCTTg/s800/kirakira4.png
https://2.bp.blogspot.com/-axD_5JfhGoM/U5hUgG72bEI/AAAAAAAAhKc/Le2ajxOCTTg/s800/kirakira4.png
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（ ）の人数はＲ７．２．８現在の予約人数です。 

書名の前の数字は分類番号です。 

 

「ご料金
．．．

について重要なお知らせ」というメッセージがスマホに届いた。料金に「ご」をつけるのか？と

思いつつ、さらに「下記電話番号にご連絡ください」という内容だった。「詳細は下記アドレスから」とい

うのが通常。「電話をしてください」というのは初。メールで済むのになぜだろう？と思った。まさか残高

不足をご親切にお知らせしてくれたのか？しかし、クレジット払いにしている。カード会社ならわかるが、

電話会社から直接連絡がくるわけがない。それでも一応、残高を確認した。かろうじて
．．．．．

大丈夫だ。紙の請

求書がないから多少不安。もやもやしながらも連絡は先送りした。そんなある日、固定電話の請求書が届

いた。使うことが減少したため、２か月に一度届く。ほぼ基本料金程度の請求書にこんな記載があった。

「電話会社を名乗った不審なメールやお知らせについて」という内容。これなのかも。さっそく電話会社

のホームページで受信した番号を検索してみたら、やっぱり！詐欺の番号。連絡しなかったのは大正解。

そしてまた別の着信があった。＋１（８８４）という不思議な番号。＋がつく番号は海外からの発信らし

いが、海外に知り合いは皆無。留守電に録音された内容は意味不明な音声ガイダンス。検索してみたら、

これもまた詐欺に使われている番号だった。電話に出ていたら、そのまま案内にしたがっていたかも。最

近はかなり高額な詐欺被害が小樽でもあるようだ。昔、オレオレ詐欺が流行ったころ、親戚と名乗る人物

が我が家に電話をしてきた。母は「自分で解決しなさい！お金は出さないからねっ！！」と鬼の形相で怒

鳴りつけ叩きつけるように切った。我が家のセキュリティーはかなり万全だったのだ。 

「うわて・・・」の巻 

 

◎架 空 犯  （東 野  圭 吾）      （72人） 

◎よ む よ む か た る  （朝倉 かすみ）     （54人） 

◎ク ス ノ キ の 女 神  （東 野  圭 吾）       （44人） 

◎成瀬は天下を取りにいく  （宮 島  未 奈）       （37人） 

◎気 の 毒 ば た ら き  （宮部 みゆき）      （33人） 

 

 

 

 

 

368.6「知らないと騙される！詐欺の最新手口」梅本 正行 著 

５９９．０「子育てあるある美術館」 

ズボラかーちゃん 著 

名画に添えられた子育てあるあるに、全国のお母さん

が共感することでしょう。子育て中のイラッとするワ

ンシーンが、クスッと笑えるワンシーンになぜか変

換！美しい名画に癒され、お母さんのリアルな愚痴に

思わず笑い…。絵画の解説もついているので、美術的に

も学べます。元気が出るので、育児に疲れたお母さんに

ぜひ、読んでほしい１冊。 

（Ｈ・Ｎ） 
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９２９.１「少年が来る」 

ハン・ガン 著 

１９８０年５月１８日、韓国の光州で
起きた民主化抗争・光州事件。あのと
き、生を閉じた者の身に何が起きたの
か。生き残った者は、あれからどうや
って生きてきたのか。光州事件で命を
落とした人々への鎮魂の物語。 

９３３.７「ほんのささやかなこと」 

クレア・キーガン 著 
１９８５年、アイルランドの小さな
町。寒さが厳しくなり石炭の販売に忙
しいビル・ファーロングは、町が見て
見ぬふりをしていた女子修道院の“秘
密”に触れ…。現代アイルランド文学
の旗手が贈る、史実に基づいた小説。 

「雫峠」                  砂原 浩太朗 著 
神山を出ると決めたふたりの間に芽生えた
思いとは。武士の理にあらがった逃避行を描
く表題作をはじめ、神山藩を舞台に、そこに
生きる人々を描いた全６作の短編集。 

「遠くまで歩く」           柴崎 友香 著 
コロナウィルス感染拡大の中、作家のヤマ
ネはあるオンライン講座を担当すること
に。ＰＣを通して語られる受講生たちの記
憶、忘れられない風景や言葉。人と人との
新たな繫がりを描く長篇小説。 

「新皇将門」             中路 啓太 著 
下鴨神社で暮らす巫女・桔梗は霊視した平
将門の姿に心惹かれた。善政を志す潑剌と
した偉丈夫だったから。運命の悪戯で桔梗
は坂東へ。やがて将門と出会い、寵愛を一
身に受ける。 

「秘色の契り」             木下 昌輝 著 
３０万両もの巨額の借財を抱える徳島藩蜂
須賀家。家老たちの専横に抗して、藩主の
直仕置による藩政改革をめざす中堅家臣
団。対立が激化するなか、新藩主が打ち出
した驚きの改革案とは！？ 

「見えなくても王手」佐川 光晴 著 
盲学校に通う小学４年生の及川正
彦は、新任の先生から将棋を教わ
り、その面白さにすっかりのめりこ
む。将棋を指す喜びを知り、それぞ
れに成長を遂げてゆく小学生たち
とその家族、教員たちの群像劇。 

「老人初心者の青春」 

阿川 佐和子 著 
古稀を迎えても好奇心は衰え知ら
ず。若いうちが花？いえいえ、我
が青春は、今なり！アガワさんの
人気エッセイ、シリーズ第４弾。 

「人生の壁」        養老 孟司 著 
努力と成果が結びつくと思いこまないほう
がいい。他人の顔色をうかがうのは不幸にな
る第一歩。自身の幼年期から今日までを振り
返りつつ、誰にとっても厄介な「人生の壁」
を越える知恵を正面から語る。 

書名の前の数字は分類番号です。 

「リンダを殺した犯人は」 伊兼 源太郎 著 
大久保のマンションで若いベトナム人女性
「リンダ」の死体が発見された。警視庁捜
査一課の刑事・春香と遙のコンビが事件を
追うと、外国人技能実習制度の深い闇が…。 

「小説」                   野崎 まど 著 
５歳で読んだ「走れメロス」をきっかけに、
内海の人生は小説にささげられることにな
った。１２歳の時生涯の友と出会い、２人は
小説家が住んでいるというモジャ屋敷に潜
り込む。その屋敷にはある秘密があった…。 

「謎は花に埋もれて」   宇佐美 まこと 著 
花屋の店主志奈子は、５０歳を過ぎて地元
の刑事と結婚した。白薔薇、桜、ガーベラ
…。物言わぬ花たちが、事件に埋もれた真
実を教えてくれる。殺人事件をめぐる６つ
の愛憎ミステリー。 

「雑草と恋愛」       群 ようこ 著 
隣人のチユキに恋愛相談をされたり、
アパートの雑草ぬきに勤しんだり、兄
一家のネコの画像に癒やされたり。キ
ョウコは相も変わらず無職のまま、月
１０万円でのんびり一人暮らし中…。
「れんげ荘」シリーズ第９弾。 
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０１９．０「生きるための読書」 
             津野 海太郎 著
老化につれて狭くなった私の世界の外で、新
しく魅力的な知的世界が着実に築かれつつ
あるらしい…。伊藤亜紗、斎藤幸平など、若
い世代の知性にふれ、学んでゆく喜びをいき
いきと綴る。『熱風』連載を改題して単行本
化。 
 

１５９「美輪ことば」     美輪 明宏 著
「微笑みは開運の鍵」「この世は 
すべて正負の法則」「誇りを持っ 
て生きましょう」…。美輪明宏が 
８９年の人生の中で、大切にして 
きた言葉の数々を、自筆の「書」 
を添えて紹介する。『婦人公論』 
連載を加筆し書籍化。 
 
２０９「世界史と日本史は同時に学べ！」 
              山崎 圭一 著
東西で国家が繁栄した８世紀。世界各地で

「長期の戦争」が勃発した１４世紀…。世界
の歴史と日本の歴史を切れ目なく見渡すこ
とができる２３枚の歴史地図を用いて、世界
史と日本史を同時に解説する。 
 
 
３３５「さよならＳＮＳ集客」吉田 淑恵 著
起業初期に必要なのはＳＮＳではなく、心か
ら応援してくれるご贔屓さん。著者の経験を
もとに、週２日働いて年商３５０万円を超え
るための具体的なステップ、子育てと両立し
ながら効率よく稼ぐための仕事術を紹介す
る。 

 
３６１．９「調査する人生」  岸 政彦 著 

長い年月をかけて対象となる 
社会に深く入り込み、そこで暮
らす人びとの人生や生活を描
く、６名のフィールドワーカー
たちとの対話の記録。 
ｗｅｂ岩波『たねをまく』他に
書き下ろしを加え書籍化。 

 

 

５５９．５「ミサイルはなぜ当たるのか」 
                多田 将 著
どうやって目標を識別するのか。 
どうやって目標へと向かうのか。 
戦闘機同士の戦いから、地上部 
隊や施設への航空攻撃、海を越 
えた長距離攻撃まで、誘導兵器 
のメカニズムをイラストを交え 
て解説する。 
 
６５３．１「冬芽ファイル帳」    鈴木 純 著   

冬の乾燥と寒さから新芽を守る 

樹木の冬芽。植物観察家で植物生
態写真家の著者が、これまでに撮
り溜めてきた写真の中から厳選
したユニークでかわいい冬芽５
０種と可憐な芽吹き１０種を優
しい語り口で紹介。 

 
 
７７８．２「マイトガイは死なず」小林 旭 著
石原裕次郎、美空ひばり、高倉 
健らとの華麗なる交遊、輝き続 
ける名曲・名演の舞台裏、芸能 

界への直言。小林旭が、破天荒 
な秘話の数々を明かす。日活黄 
金時代の貴重なスチール写真も 

収録。『文藝春秋』連載に加筆。 
 
８１６「俺の文章修行」      町田 康 著

千回読んだ「ちからたろう」がつ
くった文章の原型と世界観。ゴミ
捨て場から持ち去った「ことわざ
故事金言小事典」の活躍…。町田
康の文体に宿るその精神と技巧。
『小説幻冬』連載を加筆・修正、
改題。 

 
９１０．２「佐藤愛子の孫は今日も振り回され
る」                      杉山 桃子 著
役目を終えたゲラの裏に描いた 
漫画、祖母と共有できる数少な 
い話、ハチローおじさん、心霊 
現象が多発していた我が家…。 
愛子センセイの愛孫が、佐藤家 
の知られざる日常を綴る。 
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たるばとクラブは、おはなし会や工作、アニメの上映な 
ど、図書館に来るのがもっと楽しくなる時間です。 
日 時】いずれも土曜日  午後 2時～3時 

①３月１日 ②３月１５日 
③４月５日 ④４月１９日 

【場 所】①③図書館１階 児童室えほんコーナー 
          ②図書館２階 視聴覚室 
     ④図書館２階 視聴覚室ほか 
【対 象】どなたでも 【申込み】不要 
【内 容】①③「たるＢＯＯＫのかみしばい」 

    「たる BOOK」の皆さんによる紙芝居と工 
作を行います。協力：たる BOOKの皆さん 
②「たるばとおたのしみ会」 
「たるばとクラブ」開始７年を記念したおは 
なし会と工作など。 
④「としょかん・たん・けん・たい！」 
図書館がテーマのおはなし会やクイズ、館内 
見学ツアー 
 

 
 
 
 

絵本の読み聞かせや手遊びなどのおはなし会です。 
【日 時】いずれも金曜日 午前 1１時～11時半 

３月７日、１４日、２１日 
４月４日、１１日、１８日 

【場 所】図書館１階 児童室えほんコーナー 
【対 象】乳幼児とその保護者 【申込み】不要 
 
 
  ｢おたる子ども劇場ぐぅちょきぱぁ｣の皆さんによる絵 
本の読み聞かせや紙芝居などの楽しいおはなし会です。 
【日 時】３月１２日（水）、4月９日（水） 

午後３時半～４時 
【場 所】図書館１階 児童室えほんコーナー 
【対 象】どなたでも 【申込み】不要 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書名の前の数字は分類番号です。 

Ｈ６１１．９「北の国から家族４人で幸せ自給生活」 

三栗 祐己 著 

東日本大震災を機に東電を辞め、一家４人で北海道の

山奥に移り住んで自給生活を始めた著者。笑顔あふれ

るその生活を振り返りながら、自給自足の楽しさ、働

きすぎず穏やかに暮らすヒントを綴る。 

Ｈ２９１．１「「幸せ」を背負って」   野村 良太 著 

北海道大学ワンダーフォーゲル部での登山との出合

い、山仲間との登山と単独行の目覚め、知床・日高の

単独冬季縦走、そして北海道登山の総仕上げとしての

北海道分水嶺縦走。これまでの登山を振り返るルポル

タージュ。 

Ｈ７８３．７「白球フロンティア」 田口 元義 著 

甲子園に清々しい緑の風を巻き起こしたチームは、

青臭く、泥臭かった。２０２４年第９６回選抜高等

学校野球大会に２１世紀枠として出場した、北海道

別海高校野球部の甲子園への物語。 

「たれてる」               鈴木 のりたけ 著
ドーナツにチョコレートをかけて…。あー、も
う！ たれてる、たれてる！ たれ続けるチョコ
レートは、いったいどうなるの！？ページをめ
くるたびに驚きと笑いが生まれる、子どもと大
人のツボつくユーモア絵本。 
 
 

「トッケビ梅雨時商店街」 ユ・ヨングァン 著
ある日ポストに、おかしな文字が書かれた封筒
が届いたら、それはトッケビからの招待状。希
望通りの人生が手に入る「梅雨時商店街」へお
招きします。雨が降ると開かれる、人の不幸を
買い取る不思議なお店の物語。 
 
 
 
 

「ふみきりぺんぎん」    おくはら ゆめ 著
ゆうとはペンギンの話を、るりは白いヘビの噂
を、ななこは鏡のライオンを、そうすけはフク
ロウの占いを聞いたり、見たり、感じたり…。
「ふつうとは？」を決めつけず「自分らしさ」
を肯定する、ある町の小学３年生の物語。 
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おたる図書館シネマ座（映画鑑賞） 

 

 
 
「巴里のアメリカ人」 

３月９日（日）午後 1時半～３時半 

図書館２階 視聴覚室 

１９５１年アメリカ制作。ヴィンセント・ミネリ

監督。ジーン・ケリー出演。画家になるため愛す

るパリへやってきた元軍人のジェリー。清楚な娘

リズに一目惚れするが彼女には婚約者がいて…。

ガーシュウィンの楽曲に合わせて繰り広げられ

る魅惑のダンス。バレエによってストーリーが形

成される。（字幕） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

催し 

ミュージックプロムナード（音楽鑑賞） 
「アルプスの少女ハイジ」 

４月６日（日）午後 1時半～３時半 

図書館２階 視聴覚室 

１９７９年日本制作。高畑勲監督。両親を失った

ハイジは、アルムおじいさんとアルプスの山小屋

で暮らしています。ある日、ハイジと友達のペー

ターは、足が不自由なクララを背負ってアルプス

の山に登りました。長編アニメーション映画。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日 時】３月１３日（木）～３月２７日（木） 

【内 容】３月２１日の「カラー映画の日」にちな

んで、映画の原作となった小説を展示・貸

出し 

【場 所】図書館１階 カウンター前 

展示 

【日 時】３月８日（土）午後２時～３時 

【講 師】渡辺
わたなべ

 真
しん

吾
ご

 氏（フリーライター） 

【内 容】小樽図書館ホームページ内のデジタルラ

イブラリーにアップした、当館所蔵の絵

葉書について解説します。 

【対 象】高校生以上 

【定 員】３０名（先着） 

【場 所】図書館２階 視聴覚室 

【申込み】受付中 

※また、図書館ではこれに関連した資料展示を１階

エントランスで、３月１日（土）から３月２３日（日）

まで開催いたします。 

ま 

 

【日 時】３月１日（土）～３月２７日（木） 

【内 容】大腸がん検診の大切さを伝える図書を展

示・貸出し 

【場 所】図書館１階 カウンター前 

【協 力】小樽市立病院患者支援センター 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月 

【日 時】３月２３日（日）午後 1時半～２時半 

【内 容】「モチと団子とアメの歌」小樽を代表す

る昔ながらの菓子にちなんだ歌をお楽

しみください。 

【対 象】どなたでも 

【場 所】図書館２階 視聴覚室 

 

 ４月 
 

 

「大腸がん検診推進月間（資料展示）」 

 

 

 

 

「絵葉書でふりかえる小樽～小樽図書館デ

ジタルライブラリーより（郷土史講演会）」 

 

「映画の原作展（資料展示）」 

 

ひとりの女を巡る恋愛 

リアリティーショー 

「デートピア」安堂 ホセ 著 

 

 

ゲーテ学者のアカデミック冒険譚 

「ゲーテはすべてを言った」 

鈴木 結生 著 

 

自然豊かな日本各地を舞台にし

た珠玉の短編集 

「藍を継ぐ海」伊与原 新 著 

 

 
第１７２回 芥川賞２作品 決定 

 

第１７２回 直木賞 決定 

 

 

 

  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%AA%E3%83%BB%E3%83%87%E3%83%BB%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%82%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%AA%E3%83%BB%E3%83%87%E3%83%BB%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%82%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%99%E3%83%AB%E3%83%88%E3%83%BB%E3%83%9E%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%AA%E3%83%BB%E3%83%87%E3%83%BB%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%82%AB

